
 

 

 
全国安全週間を契機に鹿嶋労働基準監督署長が 
安全パトロールを実施しました！ 
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鹿嶋労働基準監督署（署長 矢島進介）は、全国安全週間（７月１日から７日まで）

に合わせて、管内建設現場の安全パトロールを実施しました。 

パトロール先は、潮来市内で（株）横河ＮＳエンジニアリングが施工する東関道古

高高架橋上部工事の現場であり、橋長 98 メートルの橋梁に対して、つり足場が設置

され、移動式クレーン等の重機も稼働している現場でした。 

パトロールでは、高所作業による墜落・転落災害の防止対策、移動式クレーンを用

いた作業の安全対策、熱中症予防対策を重点的に確認するとともに、今後も労働災害

防止に向けた各種安全衛生対策を着実に実施し、無災害を継続していただくよう呼び

掛けました。 

鹿嶋労働基準監督署では、引き続き、全国安全週間を契機とした事業場の安全衛生

活動のより一層の充実、関係者の安全意識の高揚等の取組みを推進していきます。    

 

            【連絡先】鹿嶋労働基準監督署 電話 0299-83-8461 

 

 

 

 

 

 

 

                           フォトレポート 

現場代理人の長谷川氏から説明を受ける矢島署長 

 


